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平成１３年５月２１日
日本ユニシス株式会社

平成平成1313年年33月期月期  決算説明会決算説明会

UNISYS

連結決算ハイライト連結決算ハイライト

※  連結対象範囲の異動なし

当期 前期
（１３年３月期） （１２年３月期）

売 上 高 ３，１２２億円 ３，１１３億円 ＋０．３％

営業利益 ６４億円 １８６億円 ▲６５．７％

経常利益 ９４億円 １９４億円 ▲５１．３％

当期純利益 ４９億円 ３６億円 ＋３５．３％

受 注 高 ３，２５６億円 ２，９５２億円 ＋１０．３％

増減
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売上高の状況売上高の状況

受注高はシステムサービスやアウトソーシング等を中心に
１０％増、受注残（今期売上計上予定）は３％増と堅調に推移

前期比 主な要因

ハードウェア ▲１０．３％ ・メインフレーム販売の落ち込み
（９８３億円） ・コンピュータ賃貸は引続き減少傾向

・オープンはES7000やＵＮＩＸが好調

ソフトウェア ＋５．６％ ・オープン系Ｓ／Ｗの販売が堅調
（６３１億円）

サービス等 ＋６．２％ ・システムサービスで大規模案件の
（１,５０８億円 ） 　受注回復

・ユニアデックスを中心にネットワー

　ク構築などのサービスが伸長

売上構成の変化

ハードウェア
３５.２％

 ３１ .５％

Ｓ／Ｗ

サービス等

Ｎｏｎ
ハードウェア
６４.８％

６８.５％

Ｈ／Ｗ

売上内容はハードからソフト・サービスへ
プロダクトもメインフレームからオープンへ
急速にシフト（オープンＨ／Ｗの構成比６１％）

（１３年３月期）
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前期比 主な要因

売上総利益 ▲８．９％ ・Ｈ／Ｗ売上減少による影響
（９０３億 円 ）

・オープンプロダクトの 利益率低下

営業利益 ▲６５．７％ ・退職給付費用の増加
（６４億円）

・各種経費削減の一方で、ＢＰＲ関連

　費用や広告宣伝費等の増加

経常利益 ▲５１．３％ ・保有株見直しによる株式売却益計上
（９４億円）

当期純利益 ＋３５．３％ ・昨年度の特別損失の一巡
（４９億円）

利益増減要因利益増減要因

売上総利益率売上総利益率

売上総利益 売上総利益率 前期比

ハードウェア ２９５億円 ３０．１％ ▲８．１％

ソフトウェア ２３４億円 ３７．１％ ▲２．４％

サービス等 ３７４億円 ２４．８％ ＋１．１％

合　　　　計 ９０３億円 ２８．９％ ▲３．０％
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資産・負債の増減資産・負債の増減

主な要因

資産  （２，５４３億円） ＋８０億円
受取手形及び売掛金 ＋６５億円 ・期末売上増加

有価証券 ▲８６億円 ・その他有価証券を投資有価

投資有価証券 ＋７３億円 　証券に振替え

たな卸資産 ＋５６億円 ・ 賃貸用専用保守部品の「機械装置

　及び運搬具」からの振替えなど
負債  （１，６０４億円） ＋３９億円

支払手形及び買掛金 ＋８４億円 ・期末購入額の増加等

有利子負債 ▲４７億円 ・削減継続（期末残高６３０億円）
　（長短借入金、社債、買掛金の一部及びその他に含まれる長期未払金）

退職給付引当金

過去勤務債務引当金
▲２７億円 ・過去勤務債務引当金の振替等

前期比増減
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株主資本

ＲＯＥ

株主資本株主資本

　　　　　　　　　　１２．３　　　　　　　　　 　１３．３
◆株主資本　８８５億円　⇒　９２５億円
　　　　　　　 　　　　　　　　　（株主資本比率　３６.４％）

◆連結ＲＯＥ　　４．１％　 ⇒　　５．４％

億円 ％
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連結キャッシュフロー連結キャッシュフロー

当期 前期
（１３年３月期） （１２年３月期）

営業活動によるＣＦ １９５億円 １６５億円

投資活動によるＣＦ ▲１９２億円 ▲１９０億円

財務活動によるＣＦ ▲１６億円 ▲６４億円

現金及び現金同等物残高 ３４９億円 ３６２億円

次期業績見通し次期業績見通し((連結連結))

次期見通し 当期実績
（１４年３月期） （１３年３月期）

売 上  高 ３，２５０億円 ３，１２２億円 ＋４．１％

営業利益 ８５億円 ６４億円 ＋３３．０％

経常利益 ９５億円 ９４億円 ＋０．７％

当期純利益 ４９億円 ４９億円 ＋０．５％

受 注  高 ３，４００億円 ３，２５６億円 ＋４．４％

増減
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　売  上  高 ・Ｈ／Ｗの減収をサービス関連が補う
　＋４.１％ ・連結子会社は引き続き堅調

次期業績見通し次期業績見通し((連結連結))

　営業利益  ＋３３．０％　営業利益  ＋３３．０％

主なプラス要因 マイナス要因

●年金数理計算上
　 差異の償却が
　 発生（２４億円）

●コンピュータ減価
　 償却の耐用年数
　 短縮による償却費
　 の増加（１２億円）

販管費総額は横這いに抑制（８３９億円）
●物流、サービス関連コストなどの各種経費
　 を削減
●ＢＰＲ関連費用の縮小

売上総利益　＋２１億円
●サービスを中心とした増収効果
●Ｈ／Ｗの利益率低下はあるが、サービスの
　 生産性向上によってカバー

次期見通し 当期実績
（１４年３月期） （１３年３月期）

売上高内訳 ３，２５０億円 ３，１２２億円 ＋４．１％
　ハードウェア ９５７億円 ９８３億円 ▲２．６％
　ソフトウェア ６４５億円 ６３１億円 ＋２．３％
　サービス等 １，６４８億円 １，５０８億円 ＋９．３％
販管費 ８３９億円 ８３９億円
設備投資 ２０６億円 ２３７億円
減価償却費 １９５億円 １８９億円
研究開発費 １００億円 １００億円
為替レート １＄＝１２５円 １＄＝１１１円
注）設備投資、減価償却費は、有形固定資産と無形固定資産の合計を記載しております。

増減

前提数値前提数値((連結連結))
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従来の基準によった場合に比べ
　売  上  高 約５０億円
　営業利益 約１１億円

それぞれ減少の影響あり

　平成１３年度より、サービス売上のうちシステム受託開発売上
　の売上計上基準を一部変更
　

　　納品基準　⇒　完了確認基準

売上計上基準の変更売上計上基準の変更

連結対象会社の異動連結対象会社の異動

新規連結対象：(株)エイタス
　◆航空・旅行・運輸関連向けのアウトソーシングサービス提供会社として設立
　◆三井物産、東電コンピュータサービスとの合弁（当社出資割合：５０.２％）
　◆売上規模：３０億円程度（平成１３年度見込み）

次期業績見通し次期業績見通し((単体単体))

次期見通し 当期実績 前期実績
（１４年３月期） （１３年３月期） （１２年３月期）

売 上  高 ２，９３０億円 ２，８４９億円 ＋２．８％ ２，９２５億円

営業利益 ４９億円 ２３億円 ＋１０９．５％ １４８億円

経常利益 ６０億円 ５８億円 ＋３．７％ １５９億円

当期純利益 ３０億円 ３１億円 ▲１．８％ ２０億円

増減
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UNISYS

www.unisys.co. jp

（注）本資料で記述しております業績見通し等の予測数値は、現時点での入手可能な情報による判断および
　　　仮定に基づき算定しており、リスクや不確定要素の変動および経済情勢等の変化により、実際の業績は、
　　　本資料における見通しと大きく異なる可能性があることをご承知おきください。


